
センター試験2009年 

第1問 地球に関する次の問い(A～ C)に答えよ。 

A 地球の活動に関して,次の図 1をもとに,下の問い(問 1・問 2)に答えよ。 

 

 

答え：３ 

ホットスポットにしては数が多い。 

中央海嶺で起きる地震は浅い 

深い地震は沈み込み帯で起きる 

以上 3つより ３の浅い地震の分布が正しい。 

以下の図を参照 

ホットスポットの分布（http://pubs.usgs.gov/gip/dynamic/world_map.html） 



 

世界の 100km以浅と以深の地震分布

（http://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/jishin-03.htm#世界の地震） 

 

 



 

 

答え：３ 

A：ヨーロッパアルプス→造山帯だから○ 

B：ヒマラヤ→インドとユーラシアの衝突によって形成された○ 

C：ロッキー山脈→新しいプレートが生成されているところではない× 

D：カナダ→安定地塊だから○ 

 

 



答え：２ 

地殻とマントルの境界はモホロビチッチの不連続面。氷山が海に浮かんでいるときに大き

な氷山は海の中の部分が大きいことを思い浮かべれば、高い山の下のモホ面が深いことが

分かる。 

 

 

答え：２ 



アイソスタシーが成り立つとは密度の小さい地殻が、密度の大きいマントルの浮力で支え

られている状態。 

問題では、マントルの密度が 3.3g/cm3、地殻の密度が 2.7g/cm3、氷床の密度が 0.93g/cm3

である。地殻の厚さが 40km、氷床の厚さが 3.3kmであるとき、氷がすべて溶け、再びアイ

ソスタシーがなりたつとき、地殻の隆起量はＨkmとなる、というのだから、要はつり合い

である。図のとおりに当てはめて 

3.3×H+2.7×40＝0.93×3.3＋2.7×40 これを解けば、H=0.93km 

 

 



 

答え： ２ 

水平方向の圧縮力で生じる変形は褶曲や逆断層があり、引っ張りの力で生じる変形には正

断層などがある。 

侵食は水の力などで削られる変形。正断層は引っ張られて落ちる、逆断層は押されて乗り

あがる、と覚えておく。 

 

 



 

 

答え：４ 

東西方向に圧縮の力がかかっているときは東西方向は中心へ、南北方向は上下へ移動する

はずなので図のようなずれ方になる。 

 



 

 



 

答え： ３ 

変成岩のでき方は接触変成岩（砂岩、泥岩→ホルンフェルス、石灰岩→大理石など）と広

域変成岩（結晶片岩、片麻岩など）に大別できる。接触変成作用はマグマの貫入などによ

って高温になる。広域変成作用は地殻変動によって高温、高圧になる。 

ここで接触変成は大理石だから３または６．玄武岩は変成岩ではないから３が正しい。 

 

 

答え： ６ 



変成作用と温度圧力条件のグラフを見る。ヒスイ輝石のできるラインは高圧域。というこ

とは、広域変成岩と思う。それからヒスイ輝石のできる温度・圧力条件に合うものを探す

と、らん晶石がふさわしい。 

 

 

 

答え： ６ 

色指数（火成岩）とは、火成岩の中の有色鉱物の占める体積パーセントを言う。  

問題では有色鉱物は黒雲母、輝石、かんらん石である。深成岩Ａの色指数は全体の中に黒

雲母の占める割合なので、(25/500)*100=5。深成岩Ｂの色指数は全体の中の輝石とかんら

ん石の占める割合だから、{(150+75)/500}*100=45。この色指数から判断すると 5は花崗岩、

45は斑レイ岩となる。かんらん岩はおよそ 70以上となる。 



 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/jikken/tiga/tga01.htm 

 



 

答え： ２ 

色指数が小さい→酸性岩の斜長石はＮａに富む。色指数が大きい→塩基性になるにつれて

Ｃａに富む。  

マグマの結晶分化作用は、正しく言おうとするととても複雑である。しかし、センター試

験レベルで言えば、玄武岩質マグマの温度がだんだん下がるにつれて、塩基性のマグマの

結晶分化作用(鉱物の晶出順序)は以下のようになると思ってよい。  

       温度 K     有色鉱物     無色鉱物 

       1500      かんらん石   Ca に富む斜長石 

        ↓       輝石 

        ↓       角閃石 

        ↓                    Na に富む斜長石 

        ↓       黒雲母 

       1100                   カリ長石・石英 

よって、A のほうが Na に富む斜長石が出るから温度も低い。 

 



 

 

答え： ３ 

火山岩はマグマが地表に噴出、または地表近くで急冷されてできる。だから、  

1. 細かい結晶やガラス質（非結晶質）の物質からなる石基の中に大粒の結晶（斑

晶）が見られる。これを斑状組織という。  

2. マグマだまりの中で既に晶出していた鉱物を含むことがある。  

3. 大規模な貫入岩体を底盤（バソリス）といい、これは花崗岩に見られること

がある。  

以上のことより適当でないのは３． 

 



答え： ４ 

中性の火山岩（安山岩など）は島弧や大陸縁に特徴的な岩石である。これはプレートの沈

み込みによる地下への水の持込でマグマが発生することによる。  

よって楯状火山は作らない。塩基性の深成岩の方が有色鉱物は多い。酸性の深成岩の方が

カリ長石は多い。ゆえに４． 

 

 

 



 

 

 

答え： ２ 

ここで古い順に並べ替えると、  

1. クックソニア・プシロフィトン→デボン紀  

2. リンボク・フウインボク→石炭紀  

3. カヘイ石（ヌンムリテス）→古第三紀  

4. デスモスチルス→中新世中期から後期、ビカリヤ→中新世  

5. マンモス、オオツノジカ→第四紀  

河岸段丘は上の段丘の方が古い。D 層はカヘイ石の出た B層より新しいから答えは２． 

 

 



 

答え：１ 

級化層理とは、１枚の地層の中で下部から上部へ順次粒径が変化していくこと。通常は下

が粗く上が細かい。 よってそういう図は１． 

 

答え：４ 

整合とは、時間的にも連続する必要がある。平行不整合もある。よって４は適当でない。 



 

答え： ３ 

河岸段丘のできかた。古い地層が上。Cを削り込んで Dが堆積した。よって３が適当。 

 

 



 

 

 



答え： ３ 

マグマの結晶分化作用を思い出すと、かんらん石は輝石より先に晶出する。堆積構造とは

違って、先に晶出したものは邪魔をされない、と思い出せればよい。 

 

       温度 K     有色鉱物     無色鉱物 

       1500      かんらん石   Ca に富む斜長石 

        ↓       輝石 

        ↓       角閃石 

        ↓                    Na に富む斜長石 

        ↓       黒雲母 

       1100                   カリ長石・石英 

 

 

答え：１ 

深成岩が２億５０００万年前、岩脈が６５００万年前。Ｄを見ると石灰岩は深成岩より古

い。よって２億５０００万年前より古いのは石炭紀（古生代）。  

大体の目安として、新生代／中生代が約６５００万年前、中生代／古生代が約 2.5億年前、

古生代／先カンブリア代が 5.4億年前、くらいは覚えておいてもいいかもしれない。  

 



 

 



 

 

答え：４ 

まず、図 1を見て、海洋から出る熱エネルギーは表面温度が高いほど大きいことから、9月

の温度が一番高いと解る。よってエは 9月。逆に最も温度が低いのは 3月。よってアは 3

月。12 月と 6月の海水の温度は 6月が高いと容易に想像できる。 

 



 

答え：３ 

海洋から放射される電磁波は赤外線。 

海水の温度がほぼ一定なのは熱のエネルギー収支が合っているから。 

海水が蒸発することにより気化熱が大気中に放出される。 

放射される熱エネルギーは熱に依存。 

 

 



 

 



 

答え：６ 

飛行機が西へ向かって、地衡風が逆風となる。南が高気圧、北が低気圧とわかる。よって

オは南。３または６が正しいことになる。気圧傾度力が高気圧から低気圧に働くのだから、

風に働くコリオリ力は気圧傾度力の逆。ゆえにカも南。飛行機は風と逆向きに進むから、

キは北。ここで正解は６とわかる。 

地衡風は北半球では等圧線に平行に低圧部を左側に見て吹くのである。ただしこれは地上

１ｋｍより上空の摩擦を無視できる上層天気図の話で地上天気図ではこれに摩擦力がかか

る。  

 



 

 

答え：１ 

高度 9800ｍであるから、対流圏上層にあたる。雲は対流圏にしかできないので、ここでは

Ａがあたる。地衡風は気圧傾度力が強い、すなわち気圧の高低差が大きくなると強くなる。

これはジェット気流。よってＣ。 

ジェット気流とは対流圏上層に位置する強い偏西風の流れを言う。 

参考：寒帯ジェット気流 (Jp) 

寒帯ジェット気流（左）と亜熱帯ジェット気流（右）の断面図。緑色の濃い部分ほど風速

が大きい。大気循環との位置関係を示す。中緯度付近に発生するジェット気流で、寒帯前

線面に形成される場合、寒帯前線ジェット気流と呼ばれる。傾圧不安定波に対応し、250か

ら 300hPa付近の上層で明瞭に見られ、冬に強く、夏には弱まる。冬は傾圧不安定波に伴う

温帯低気圧の移動や発達などに強く関連している。軸の南側の地上に前線ができることが

多い。Jp 単独での平均流速は、夏 20 - 30m/sくらい、冬 50m/sくらいである。夏の北アメ

リカ大陸上空、冬の北アメリカ東方沖上空、冬の日本上空では亜熱帯ジェット気流と合流

して流速が増す。 



 

 

 

 

答え：１ 

凝結：気体が冷却または圧縮されて液体に変わる現象。 

昇華：固体が、液体を経ないで直接気体になること。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Jetcrosssection.jpg


クについて水蒸気が雨になるのだから凝結。よって、１または２． 

ケとコについては、気温の下がり方が断熱減率よりも大きいと、どうなるか考える。雨に

なれば熱が放出されるので、湿潤断熱減率は乾燥断熱減率よりも小さくなる。つまり、理

論上の値（断熱減率）よりゆっくりと気温が下がれば、その空気は安定と言える。理論上

の値よりも気温の下がり方が大きいと不安定と言える。よってケは不安定、コは安定だか

ら１． 

 

 



 

答え：３ 

雲のでき初めは、空気が飽和して水蒸気が凝結する。この図で言えば乾燥断熱のラインと

湿潤断熱の交点。よってＢ。雲の頂点は、周囲の気温と空気の温度が合ったところ、すな

わち湿潤断熱と気温の交点。よってＤ。 

 



 

答え：１ 

ケプラーの第 2法則は「面積速度一定の法則」と呼ばれる。すなわち、「太陽と惑星を結ぶ

直線は等しい時間に等しい面積を描く。」よって太陽にもっとも近い点で惑星は最も速く動

き、遠い点で最も遅く動く。このことから、太陽にもっとも近いのは１． 

 

答え：３ 

ケプラーの第 3法則は、「惑星と太陽の平均距離αの３乗は、惑星の公転周期Ｐの２乗に比

例する。」式で書けば 
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よって、バンの公転周期を p、平均距離をｒとすると、レアの公転周期を qとおき、平均距



離は 4r、となって 
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となるのでレアはバンの 8倍。 

 

 

 



 

答え：１ 

暗いということは明るい主星と視線の間に暗い伴星が入って、光を遮ればよい。 

 

 



 

答え：３ 

主星が伴星を隠したら図 1の Cになる。この時の明るさが 10で主系列星にある。逆は Aで

明るさは６。二つ並ぶと 11。よって伴星の方が暗い。ゆえに１と２は無い。スペクトル F

型で白色矮星の場合、15 等級となり暗すぎる。よって主系列星が妥当。 

 

 



 

答え：３ 

星と星の間は完全な真空ではなく、星間ガスや星間塵が存在している。銀河系には星間物

質があり、光を吸収するため遠方の光は弱められたり地球まで届かなかったりする。 

 

答え：２ 

星団の種類には散開星団と球状星団がある。散開星団は数百個ほどの星がまば

らに不規則に集まっている星団で、代表的なものはおうし座のプレアデス。球

状星団は、直径 100 光年ほどの空間内に、数十万から数百万個の恒星が球状に

密集した星団。球状星団の年齢は、散開星団と同じように、星団を構成してい

る星の色や明るさの分布を調べることによって求めることができる。観測して

みると、質量が大きく寿命の短い青い星は見あたらず、質量が太陽程度かそれ

以下の軽くて寿命の長い赤い星や進化の進んだ巨星、超巨星から成り立ってい

る。このことは、球状星団の年齢が 100 億年以上であることを示す。球状星団



は銀河系形成の初期に生まれた古い天体である。また、このことから宇宙の年

齢が少なくとも 100 億年以上であることもわかる。 

ヘルクレス座の球状星団 M13 

（国立科学博物館宇宙の質問箱より） 

 



 


	参考：寒帯ジェット気流 (Jp)

